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◆
私
の
住
む
智
頭
町
は
全
国
で
も
有
名
な
林
業
の

町
で
す
。
民
有
林
一
七
、
二
三
〇
ha
の
う
ち
、
人

工
林
は
一
三
、
五
二
三
ha
で
、
人
工
林
率
七
八
・

五
％
で
す
。
農
業
と
の
複
合
経
営
で
、
美
林
を
育

て
、
長
伐
期
大
径
木
を
志
向
し
て
お
り
、
昭
和
三

〇
年
代
空
前
の
木
材
バ
ブ
ル
を
経
験
し
ま
し
た
。

伝
統
的
に
林
家
は
殆
ん
ど
立
木
売
り
で
、
素
材
業

者
に
商
い
を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
今
日
、
外
材
の
シ
ェ
ア
は
八
二
％
以

上
を
占
め
、
指
標
で
あ
る
杉
中
目
材
の
相
場
は
、

一
万
三
千
円
／
„
と
な
り
、
山
元
立
木
価
格
は
限

り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

我
町
も
林
道
網
の
整
備
、
機
械
化
の
推
進
、
若

年
労
働
力
の
確
保
等
、
真
正
面
か
ら
改
善
に
取
組

ん
で
い
ま
す
が
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま

す
。我

家
は
昭
和
五
〇
年
代
前
半
よ
り
バ
ッ
ク
ホ
ウ

を
購
入
し
、
自
力
で
作
業
道
を
開
設
し
、
ha
当
り

一
〇
〇
ｍ
の
路
網
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
高
樹
齢

林
内
の
抜
き
切
り
、
市
場
調
査
、
受
注
生
産
な
ど

工
夫
を
重
ね
な
が
ら
町
内
に
あ
る
原
木
市
場
へ
毎

回
（
月
三
回
）
夫
婦
で
出
材
し
て
い
ま
す
が
、
材

価
の
下
が
っ
た
分
出
材
量
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
林
業
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
、
県

当
局
と
も
相
談
し
将
来
像
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

林
業
機
械
の
共
同
購
入
、
モ
デ
ル
林
の
設
置
、
都

市
と
の
交
流
等
で
す
。

昨
秋
鳥
取
市
の
方
々
が
三
回
視
察
に
来
ら
れ
、

小
学
生
の
目
の
前
で
杉
を
伐
倒
し
ま
し
た
。
お
母

さ
ん
達
が
さ
か
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
、
子
供

達
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
の
中

で
林
業
分
野
へ
の
関
心
は
と
か
く
う
す
れ
が
ち
で

す
。公

民
館
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、
国
産
材
の
内

装
材
利
用
、
一
級
建
築
士
と
の
交
流
、
森
源
流
を

訪
ね
る
企
画
等
意
見
交
換
会
を
し
ま
し
た
。

私
達
林
研
会
員
の
中
に
、
製
材
所
を
経
営
さ
れ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
、
展
示
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
智

頭
杉
で
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
一
二
〇
年
生
杉
原
木

の
家
の
提
案
で
す
。
林
業
は
息
の
長
い
仕
事
で

す
。木

の
あ
る
暮
ら
し
を
自
信
を
持
っ
て
発
信
で
き

る
よ
う
今
年
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
鳥
取
県
智
頭
町
　
赤
堀
完
治
　
林
業
）
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